
本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し
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二

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た

め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
関

係
存
続
厚
生
年
金
基
金
の
実
施
事
業
主
が
企
業
型
確
定

拠
出
年
金
を
実
施
し
て
い
る
場
合
の
拠
出
限
度
額
に
つ

い
て
、
一
の
１
と
同
様
に
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

三
条
第
四
項
関
係
）

三

国
民
年
金
基
金
令
の
一
部
改
正
関
係

１

国
民
年
金
基
金
の
予
算
手
続
を
認
可
か
ら
届
出
に

簡
素
化
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
七
条
関
係
）

２

国
民
年
金
基
金
の
合
併
及
び
分
割
時
の
公
告
事
項

を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
二
条
の
二
関
係
）

四

所
得
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

退
職
一
時
金
等
に
係
る
退
職
所
得
控
除
額
の
計
算
の

基
礎
と
な
る
組
合
員
等
で
あ
っ
た
期
間
に
つ
い
て
、
企

業
型
確
定
拠
出
年
金
と
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
の
同
時

加
入
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
企
業
型
年
金
加
入
者

期
間
と
個
人
型
年
金
加
入
者
期
間
の
重
複
が
生
じ
る
場

合
、
当
該
重
複
す
る
期
間
を
除
き
算
定
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
六
九
条
関
係
）

五

平
成
一
六
年
度
、
平
成
一
七
年
度
、
平
成
一
九
年
度

及
び
平
成
二
〇
年
度
の
国
民
年
金
制
度
及
び
厚
生
年
金

保
険
制
度
並
び
に
国
家
公
務
員
共
済
組
合
制
度
の
改
正

に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
法
令
に
関
す
る
経
過
措
置
に

関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
関
係

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
三

条
関
係
）

六

政
府
管
掌
年
金
事
業
等
の
運
営
の
改
善
の
た
め
の
国

民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行

に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
関
係

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
一
二

条
関
係
）

七

厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
改
正
関
係

個
人
型
確
定
拠
出
年
金
の
加
入
者
の
範
囲
の
見
直
し

に
伴
い
、
企
業
年
金
国
民
年
金
基
金
課
の
名
称
を
企
業

年
金
・
個
人
年
金
課
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

二
四
条
、
第
一
二
八
条
及
び
第
一
二
九
条
並
び
に
附
則

第
八
条
関
係
）

八

経
過
措
置

個
人
型
確
定
拠
出
年
金
の
加
入
者
の
範
囲
の
見
直
し

に
伴
い
、
個
人
別
管
理
資
産
の
移
換
に
関
し
、
経
過
措

置
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条
〜
第
一
〇
条
関

係
）

九

施
行
期
日

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
九
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
、
三
の
１
は
、
平
成
二
九
年
度
の
予
算
か

ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
三
〇
八
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

技
術
総
括
審
議
官
の
名
称
及
び
所
掌
事
務
を
変
更
す

る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
八
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
八
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
平
成
二
十
八
年
八
月
十
六
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
の
間

の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災

害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関

す
る
政
令
（
政
令
第
三
〇
九
号
）（
内
閣
府
本
府
）

１

平
成
二
八
年
八
月
一
六
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
の
間

の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
を
激
甚
災
害
と
し
て

指
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

当
該
激
甚
災
害
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
適
用

す
る
こ
と
と
し
た
。

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
等
に
関
す
る
特
別

の
財
政
援
助

農
地
等
の
災
害
復
旧
事
業
等
に
係
る
補
助
の
特
別

措
置農

林
水
産
業
共
同
利
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
の

補
助
の
特
例

公
立
社
会
教
育
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
対
す
る
補

助
私
立
学
校
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
対
す
る
補
助

市
町
村
が
施
行
す
る
感
染
症
予
防
事
業
に
関
す
る

負
担
の
特
例

小
災
害
債
に
係
る
元
利
償
還
金
の
基
準
財
政
需
要

額
へ
の
算
入
等

北
海
道
空
知
郡
南
富
良
野
町
並
び
に
岩
手
県
宮
古

市
、
久
慈
市
及
び
下
閉
伊
郡
岩
泉
町
の
区
域
に
係
る

激
甚
災
害
に
つ
い
て
中
小
企
業
信
用
保
険
法
に
よ
る

災
害
関
係
保
証
の
特
例

３

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

◇
確
定
拠
出
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る

政
令
（
政
令
第
三
一
〇
号
）（
厚
生
労
働
省
）

一

確
定
拠
出
年
金
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

１

個
人
型
確
定
拠
出
年
金
の
加
入
者
の
範
囲
の
見
直

し
に
伴
う
拠
出
限
度
額
の
設
定
に
当
た
っ
て
現
行
制

度
に
お
け
る
拠
出
限
度
額
の
考
え
方
と
整
合
す
る
水

準
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
及
び
第
三

六
条
関
係
）

２

個
人
型
確
定
拠
出
年
金
の
加
入
対
象
外
の
者
を
定

め
る
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
五
条
関

係
）

３

脱
退
一
時
金
の
請
求
要
件
に
関
す
る
事
項

確
定
拠
出
年
金
法
附
則
第
三
条
の
脱
退
一
時
金

（
個
人
型
年
金
運
用
指
図
者
等
に
係
る
脱
退
一
時

金
）
の
請
求
要
件
で
あ
る
個
人
別
管
理
資
産
額
に

つ
い
て
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
と
個
人
型
確
定
拠

出
年
金
を
同
時
加
入
し
て
い
る
場
合
に
は
、
双
方

の
個
人
別
管
理
資
産
額
を
合
算
し
て
算
定
す
る
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
同
法
附
則
第
二
条
の
二
の
脱

退
一
時
金
（
企
業
型
年
金
加
入
者
で
あ
っ
た
者
に

係
る
脱
退
一
時
金
）
の
請
求
要
件
で
あ
る
個
人
別

管
理
資
産
に
つ
い
て
は
、
合
算
し
な
い
こ
と
と
し

た
。
な
お
、
同
条
及
び
同
法
附
則
第
三
条
の
脱
退

一
時
金
の
支
給
額
に
つ
い
て
は
、
個
人
別
管
理
資

産
を
合
算
し
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
九
条
第
一

項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
六
〇
条
第
一
項
及
び
第

三
項
関
係
）

確
定
拠
出
年
金
法
附
則
第
三
条
の
脱
退
一
時
金

の
請
求
要
件
で
あ
る
個
人
別
管
理
資
産
額
に
つ
い

て
、
二
五
万
円
に
統
一
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六

〇
条
第
二
項
関
係
）

確
定
拠
出
年
金
法
附
則
第
三
条
の
脱
退
一
時
金

の
請
求
要
件
の
一
つ
で
あ
る
通
算
拠
出
期
間
に
つ

い
て
、
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
と
個
人
型
確
定
拠

出
年
金
の
同
時
加
入
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、

企
業
型
年
金
加
入
者
期
間
と
個
人
型
年
金
加
入
者

期
間
の
重
複
が
生
じ
る
場
合
、
当
該
重
複
す
る
期

間
を
除
き
算
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
〇
条
第

四
項
関
係
）
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